
施策名

施策の概要

達成すべき目標

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度
当初予算（ａ） 375 1,113 247 214
補正予算(b) 0 977 0 0
繰り越し等（ｃ） 0 0 633 2
合計（ａ＋ｂ＋ｃ） 375 2,070 880 216

597 425 561

基準値 目標値
Ｈ16年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 Ｈ22年度

- 379 330 344 220 151 -

379 330 344 220 151
基準値 目標値
Ｈ16年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 Ｈ22年度

57 29 29 33 23 21 21

― ― ― ― ―
基準値 目標値
年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ３９年度

11
（パイロット調
査H21年2月
よりリクルー
ト開始）

453
（パイロット調

査）

　　集計中
（調査実施体
制の整備・
H23年1月調
査開始）

100,000

― ― 8,000

2

3

年度ごとの目標値

1,141

1,141

施政方針演説等の名称

－

目標管理型の政策評価に係る評価書の標準様式
別紙２

目標６－１　環境リスクの評価

化学物質による人の健康や生態系に対する環境リスクを体系的に評価

・化学物質の環境実態調査を実施し、基礎資料として施策の策定に活用。化学物質の環境リスク初期評
価調査を実施し、環境を経由した化学物質による影響の未然防止を図る。
・子どもの健康と環境に関する全国調査を実施し、次世代育成に係る健やかな環境の実現を図る。

区分

（環境省22-24）

２４年度要求額

施策の予算額・執行額等

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等
のうち主なもの）

年月日 関係部分（抜粋）

－ －

予算の状況
（百万円）

執行額（百万円）

測定指標

化学物質環境実態調査を
行った物質数・媒体数

実績値

環境リスク等初期評価実
施物質数

実績値

子どもの健康と環境に関す
る全国調査の参加者（親
子）数（累積）

実績値

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

1

○平成22年度については、151物質数・媒体数の化学物質の一般環境
中における残留状況を把握し、化学物質に係る各種施策に活用され
た。
○平成22年度については、環境リスク初期評価のための基礎情報の収
集・検討作業を推進し、目標の２１物質に対し、環境リスク等初期評価
結果をとりまとめた。
○「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」について
は、基本計画に基づき、調査実施主体となるコアセンター、メディカルサ
ポートセンター、全国１５地域のユニットセンターにおいて調査実施体制
を整備し、平成23年1月末より参加者の募集・登録を開始した。

目標の達成状況



学識経験を有する者の知
見の活用

政策評価を行う過程にお
いて使用した資料その他
の情報

担当部局名
平成23年
6月

作成責任者名
早水　輝好
戸田　英作

政策評価実施時期

○中央環境審議会環境保健部会化学物質評価専門委員会
○環境リスク等初期評価に関しては、中央環境審議会環境保健部会化学物質評価専門委員会におい
て専門的な検討をいただいているところ。
○多数の専門家からなるエコチル調査企画評価委員会、国際連携会議、広報戦略委員会を設置し、本
調査の企画・評価を実施し、適宜事業に反映。

平成23年度版「化学物質と環境」（平成24年3月公表予定）

環境保健部環境安全課
環境保健部環境リスク評価室

施策に関する評価結果

○引き続き、化学物質の一般環境中における残留状況を把握し、調査
結果が環境汚染の早期発見及び対策の立案・評価等に活用されること
を目的として、省内関係各課室からの調査要望のあった物質について、
一般環境中における化学物質の残留状況の調査を推進・強化する。調
査に当たっては、化審法に基づく優先評価化学物質など、要調査物質
の増加に対応するため、物質特性による同時分析の可能性などを十分
に検討し、効率的かつ効果的な調査を実施する。
○環境リスク初期評価（多数の化学物質の中から相対的に環境リスク
が高そうな物質をスクリーニングするための初期評価）は、その結果が
環境省内関係部署におけるより詳細なリスク評価等の検討などのため
の重要な科学的知見として行政施策にも活用されており、着実に進めて
いく必要がある。今後も、ＰＲＴＲデータやシミュレーションモデルなどを
活用しながら、ばく露データ、毒性データの充実を図り、リスク評価手法
を改善しつつ初期評価を実施するとともに、過去にリスク評価を実施し
た物質のうち、当時、当面の作業を要しないとした物質についても、当
該物質の生産量や使用状況を踏まえ、再評価を進めていく必要があ
る。
○エコチル調査では、全国の大学、医療機関等の協力を得て、10万組
の参加者の募集・登録、出生児の健康調査等の追跡調査がを着実に
進めるため、調査実施体制を強化する。

目標期間終了時点の総括


